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お
し
ら
せ

information

生

活

相

談

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

［
肢
体
］　

１
月
17
日（
木
）

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４

−

６

−

１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

［
庄
原
地
域
］

○
身
体　

２
月
18
日（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

［
西
城
地
域
］

○
身
体
・
知
的

２
月
３
日（
日
）　

10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

西
城
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

［
東
城
地
域
］

○
身
体
・
知
的

２
月
15
日（
金
）　

10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

［
比
和
地
域
］

○
身
体
・
知
的

２
月
５
日（
火
）

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ　

比
和
自
治
振
興
会
館

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

人
権
相
談
（
特
設
）

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

１
月
15
日（
火
）・２
月
５
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き　

２
月
14
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

２
月
７
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
高
野
地
域

と
き　

２
月
12
日（
火
）

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

高
野
支
所

●
総
領
地
域

と
き

２
月
13
日（
水
）９
時
～
11
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４

−

６
２

−

２
５
７
２

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
が
子
育
て
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

１
月
17
日（
木
）・２
月
21
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童
課

女
性
子
ど
も
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き

１
月
25
日（
金
）・２
月
22
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所

市
民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
１
３
１

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所（
三
次

市
十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健

康
相
談
で
す
。事
前
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　
ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心
の

健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

１
月
22
日（
火
）

13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　

検
査
は
無
料・匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。相
談
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き　

2
月
13
日（
水
）

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４

−

６
３

−

５
１
８
１

募

　

集

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

（
ス
キ
ー
教
室
）参
加
者
募
集

　

市
民
の
方
に
、ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
み
、健
康
つ
く
り
と
競
技
力
の

向
上
を
目
指
し
て
も
ら
う「
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
ス
キ
ー

教
室
）」を
開
催
し
ま
す
。

　

初
心
者
か
ら
上
級
者
、レ
ー
ス

志
向
の
方
ま
で
広
く
募
集
し
ま

す
。

と
き　

１
月
27
日（
日
）

と
こ
ろ

ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
ス
キ
ー
場

費
用
な
ど

　

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、昼

食・リ
フ
ト
代
が
次
の
と
お
り
必

要
で
す
。

小・中
学
生
の
初
心
者

１
５
０
０
円

小・中
学
生　

２
０
０
０
円

高
校
生・一
般　

２
５
０
０
円

申
し
込
み
期
限

１
月
18
日（
必
着
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
９
６

庄
原
市
体
育
協
会
事
務
局（
庄

原
市
総
合
体
育
館
内
）

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

６
８
８
０

「
備
北
の
か
が
や
き
vol.
８
」

広
告
掲
載
店
舗
募
集

　

備
北
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
備
北
の
か
が
や
き
Ｖｏｌ．
８
」（
春

夏
編
）を
、今
春
４
月
に
発
行
し

ま
す
。現
在
、こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
広
告
掲
載
店
舗
を
募
集
し
て

い
ま
す
。（
１
月
31
日（
木
）締

切
）

　

詳
し
く
は
、事
務
局
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
事
務
局

☎
０
８
２
４

−

４
４

−

３
８
５
５

　

タ
バ
コ
の
煙
は
、

タ
ー
ル
や
ニ
コ
チ
ン

な
ど
の
多
く
の
有

害
物
質
を
含
み
、

特
に
タ
ー
ル
は
多

く
の
発
が
ん
性
物

質
を
含
ん
で
い
る

の
で
、肺
が
ん
を

は
じ
め
さ
ま
ざ
ま

な
が
ん
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。喫
煙

者
が
肺
が
ん
で
死

亡
す
る
率
は
、非

喫
煙
者
の
約
4.5

倍
と
高
く
、そ
の
ほ
か
の
が
ん
に
な
る
危
険

性
が
増
大
す
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、が
ん
だ
け
で
な
く
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
な
ど
心
臓
の
病
気
や
、肺
気
腫
な
ど
の

肺
の
病
気
、歯
周
病
な
ど
の
原
因
と
関
連
が

あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
方
は
要
注
意

１ 

妊
婦
…
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
、早
産
は
1.5
倍
リ
ス
ク
が
高

く
な
り
、周
産
期
死
亡
率
は
1.2
～
1.4
倍
高

く
な
り
ま
す
。

２ 

未
成
年
…
特
に
身
体
へ
の
影
響
力
が
大

き
く
、ニ
コ
チ
ン
に
よ
る
依
存
も
し
や
す
い
の

で
危
険
で
す
。

３ 

タ
バ
コ
を
吸
う
人
の
周
囲
に
い
る
人
…

喫
煙
者
が
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
吸
い
込
む

煙（
主
流
煙
）よ
り
も
、た
ば
こ
の
先
か
ら
立

ち
上
る
煙（
副
流
煙
）に
よ
り
多
く
有
害
物

質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

タ
バ
コ
を
や
め
る
と
、ど
ん
な
良
い
こ

と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

☆
実
際
の
禁
煙
者
の
声

○
日
々
タ
バ
コ
を
吸
う
場
所
を
考
え
な
く
て

よ
く
な
り
、精
神
的
に
タ
バ
コ
か
ら
開
放
さ

れ
た
。

○
家
族
か
ら
臭
い
が
し
な
く
な
っ
た
と
言
わ

れ
た
。

○
お
小
遣
い
が
節
約
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

○
食
事
が
お
い
し
く
な
っ
た
。

や
め
よ
う
と
思
っ
て
も
つ
い
つ
い
吸
っ

て
し
ま
う
タ
バ
コ
…

実
際
に
禁
煙
を
し
た
人
は
ど
ん
な
こ

と
を
き
っ
か
け
に
や
め
よ
う
と
思
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

☆
禁
煙
成
功
者
の
き
っ
か
け
と
は
…

○
孫
が
出
来
て
一
緒
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
。

○
上
司
に
禁
煙
を
勧
め
ら
れ
て
…
。

○
タ
バ
コ
に
よ
って
呼
吸
が
苦
し
く
な
っ
た
た

め
。

○
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
に
よ
り
吸
え
な
く
な
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ

ま
。

　

さ
あ
、１
月
は
新
し
い
１
年
の
始
ま

り
で
す
！
１
年
の
節
目
で
も
あ
り「
禁

煙
生
活
」を
始
め
て
み
る
き
っ
か
け
に

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

《
生
活
の
中
で
ひ
と
工
夫
！
》

①
禁
煙
す
る
こ
と
を
周
囲
に
宣
言
す

る②
タ
バ
コ
の
煙
を
避
け
る
。ラ
イ
タ
ー

な
ど
の
喫
煙
に
関
す
る
物
を
処
分
す

る③
口
寂
し
い
時
に
は
、糖
分
の
少
な
い

ガ
ム
や
氷・す
る
め
な
ど
を
か
む
、歯
ブ

ラ
シ
で
磨
く
な
ど
し
て
口
内
に
刺
激

を
与
え
る　
　

④
自
分
の
中
で
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
を

見
つ
け
て
気
分
転
換
す
る

⑤
野
菜
を
多
く
と
って
肥
満
を
予
防

　

そ
の
ほ
か
に
も
、ニコ
チ
ン
パッ
チ
や
ニ

コ
チ
ン
ガ
ム
な
ど
の
禁
煙
グ
ッ
ズ
を
使

用
す
る
と
、ニ
コ
チ
ン
不
足
の
状
態
を

軽
減
し
て
く
れ
て
禁
煙
継
続
の
助
け

と
な
り
ま
す
。ま
た
、禁
煙
外
来（
医

療
機
関
）に
行
っ
て
相
談
し
て
み
る
の

も
良
い
で
し
ょ
う
。

始めよう
禁煙生活

比
和
支
所
市
民
生
活
室

保
健
師
　
新
田
千
明

　

市
は
、市
内
で「
喫
煙
し
て
い
る
人
」

の
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
る（
庄
原

市
健
康
づ
く
り
計
画
調
査
Ｈ
23
年

度
）こ
と
か
ら
、喫
煙
習
慣
の
改
善
や

分
煙
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

！！!
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催

　

し

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
く
ち
わ

　

か
ま
く
ら
や
、雪
だ
る
ま
作

り
、も
ち
つ
き
、そ
り
ジ
ャ
ン
プ
大

会
、雪
を
か
き
分
け
て
の
お
宝
探

し「
雪
中
宝
探
し
大
会
」な
ど
、

雪
と
遊
ぶ
メ
ニュ
ー
が
い
っ
ぱ
い
。

思
いっ
き
り
雪
を
楽
し
も
う
！

と
き　

１
月
27
日（
日
）

と
こ
ろ　

金
尾
原
元
ス
キ
ー
場

問
い
合
わ
せ

ス
ノ
ー
フ
ェス
タ
ｉｎ
く
ち
わ
実
行

と
こ
ろ　

高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場

問
い
合
わ
せ

大
会
事
務
局（
高
野
支
所
産
業

建
設
室
）

☎
０
８
２
４

−

８
６

−

２
１
１
３

そ

の

他

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

今
年
10
月
に
実
施
さ
れ
る
住

宅
･
土
地
統
計
調
査
は
、住
宅

や
空
家
の
戸
数
、住
宅
の
広
さ
や

設
備
、最
寄
り
の
医
療
機
関
や

公
園
ま
で
の
距
離
な
ど
、住
環
境

の
状
況
を
調
査
し
、住
生
活
関

連
施
策
に
生
か
す
た
め
の
調
査

で
す
。

　

こ
の
調
査
に
先
立
ち
、調
査
の

準
備
作
業
と
し
て
、区
域
内
に

あ
る
住
宅
の
数
や
居
住
の
有
無

な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
す
。期
間

中
、準
備
事
務
を
行
う
職
員（
指

導
員
）が
訪
問
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間

１
月
中
旬
～
２
月
上
旬

問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
１
２

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
31
日
ま
で
に

　

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と

な
る
も
の
に
は
、土
地
や
家
屋
の

ほ
か
に
償
却
資
産
が
あ
り
ま

す
。会
社
や
個
人
で
工
場
や
商

店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人
で
、

そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る
機

械・
器
具・
備
品
な
ど
が
課
税
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
償
却
資
産
を
所

有
す
る
会
社
や
個
人
は
、毎
年

１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
に
つ

い
て
、１
月
31
日
ま
で
に
償
却
資

産
が
所
在
す
る
市
町
村
へ
申
告

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。期

限
ま
で
に
忘
れ
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、次
の
場
合
に
は
固
定

資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
耐
用
年
数
１
年
未
満
ま
た
は

取
得
価
額
10
万
円
未
満
の
償
却

資
産
で
、一
時
に
損
金
ま
た
は
必

要
な
経
費
に
算
入
さ
れ
た
場
合

▼
取
得
価
額
が
20
万
円
未
満
の

償
却
資
産
を
一
括
し
て
３
年
間

で
、損
金
ま
た
は
必
要
な
経
費

と
し
て
処
理
し
た
場
合（
一
括

償
却
）

▼
償
却
資
産
の
課
税
標
準
額
の

合
計
額
が
１
５
０
万
円
未
満
で

あ
る
場
合
な
ど

　ＰＡＬキャリアスクール三次校では、雇用保険を受給できない求
職者などを対象に、厚生労働省の認定を受けた職業訓練を実施
しています。平成２５年３月訓練生を募集します。

求職者支援訓練生募集

募集内容
　■訓練科名　簿記パソコンビジネス基礎科【基礎コース４カ月】
　　※認定番号　４−２４−３４−０１−００−０１５１
　■訓練期間　３月２５日（月）～７月２４日（水）
　■訓練時間　９時３０分～１６時１０分
　■訓練科目
　　学科/�パソコン知識、会計基礎、商業簿記、給与計算基礎、

職業能力開発基礎講習、職業人講話、安全衛生
　　�実技/�パソコン基本操作、文書作成基礎実習、表計算基礎
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習、パソコン給与、商業簿記実習、パソコン会計

　■受講料　無料（教材費９，５７５円程度必要）
　■定員　１５人　■申込締め切り　１月２９日（火）
選考方法など
　■日時/２月１２日（火）９：３０～　■場所/ＰＡＬキャリアスクール三次校
　■選考方法　面接・筆記試験　■結果通知日　２月１５日（金）

　まずは住所地を管轄する公共職業安定所（ハローワーク）へご
相談を！
※ハローワークへお問い合わせの際は、認定番号をお伝えくださ
い。
訓練内容に関するお問い合わせ
　ＰＡＬキャリアスクール三次校　☎０８２４−６４−７６５４
　〒７２８−００１４　三次市十日市南１丁目４−５ステーションプラザビル２階

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
４
４

在
宅
高
齢
者
の
家
族
介
護
を

支
援
し
ま
す

―
介
護
慰
労
金
の
支
給
―

　

寝
た
き
り
な
ど
重
度
の
介
護

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を
、在

宅
で
介
護
し
て
い
る
方
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
、慰
労
金

を
支
給
し
ま
す
。

支
給
要
件

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、次
の
３

要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
高

齢
者
を
、平
成
24
年
８
月
１
日

か
ら
平
成
25
年
１
月
31
日
の
間
、

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
。

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、現
に

居
住
し
て
い
る
人

②
要
介
護
度
４
ま
た
は
５
の
人

③
在
宅
で
介
護
が
必
要
な
状
態

に
あ
る
人

支
給
額

　

在
宅
で
介
護
し
た
月
数
に
応

じ
て
、月
額
４
千
円
を
支
給
し

ま
す
。（
医
療
機
関
、介
護
保
険

施
設
な
ど
に
月
の
初
日
か
ら
末

日
ま
で
入
院
、入
所
し
て
い
た
月

は
除
く
）

申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
書（
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
な
ど
の
確
認
印
が
必
要
で
す
）

②
口
座
振
替
依
頼
書（
提
出
済

み
の
方
は
不
要
で
す
）

③
印
鑑

※
①
、②
は
高
齢
者
福
祉
課
介

護
保
険
係
、各
支
所
市
民
生
活

室
お
よ
び
市
内
の
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
に
あ
り
ま
す
。

申
請
期
間

２
月
１
日（
金
）～
21
日（
木
）

支
給
の
時
期

　

３
月
下
旬
に
、指
定
の
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

広島県の最低賃金が変わりました
　広島県最低賃金が１０月１日から７１９円（時間額）に変わり
ました。県内で働くすべての労働者に適用されます。年齢・性
別・雇用形態（臨時・パート・アルバイトなど）を問いません。
　また、製鉄業などの７業種の最低賃金も次のとおり改正さ
れました。

業　　種 最低賃金額
製鉄業、鋳物などの製造業 ８３４
金属製品製造業 ８０２
はん用機械器具等製造業 ８０９
電子部品、電気機械器具等製造業 ７６９
自動車・同附属品製造業 ７９０
造船業 ８３１
自動車小売業 ７８７
各種商品小売業 （７７０）

問い合わせ
広島労働局賃金室　　☎０８２−２２１−９２４４
三次労働基準監督署　☎０８２４−６２−２１０４

※平成２４年１２月３１日から発効（「各種商品小売業」は改正されていません。）

委
員
会

☎
０
８
２
４

−

８
９

−

２
３
２
５

雪
合
戦
ひ
ろ
し
ま
in
高
野

雪
遊
び
＆
グ
ル
メ
を
楽
し
も
う
！

　

西
日
本
最
大
規
模
の「
ス
ポ
ー

ツ
雪
合
戦
」。日
本
雪
合
戦
連
盟

の
公
式
ル
ー
ル
に
則
り
、１
チ
ー
ム

７
人
の
選
手
が
、コ
ー
ト
内
の
シェ

ル
タ
ー
に
身
を
隠
し
な
が
ら
相

手
の
選
手
め
が
け
て
雪
球
を
投

げ
る
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広

げ
ま
す
。選
手
だ
け
で
な
く
観

戦
し
て
も
楽
し
め
る
大
会
で
す
。

　

２
日
目
に
は
、雪
中
宝
探
し
や

雪
上
ム
カ
デ
競
争
な
ど
雪
遊
び

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。そ

し
て
恒
例
と
な
っ
た
、お
い
し
い

漬
物
と
あ
た
た
か
い
鍋
の
グ
ラ
ン

プ
リ
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

雪
合
戦
、雪
遊
び
、グ
ル
メ
な

ど
お
楽
し
み
満
載
の
白
銀
の
世

界
へ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き

２
月
２
日（
土
）・３
日（
日
）

競
技
開
始

１
日
目　

12
時
45
分
～

２
日
目　

９
時
45
分
～

ま
ほ
ろ
ば
の
里
で

野
鳥
観
察
が
で
き
ま
す

　

市
は
、帝
釈
自
治
振
興
区
と

共
同
で
帝
釈
峡
ま
ほ
ろ
ば
の
里

に
２
基
の
え
さ
台
を
設
置
し
、ヒ

マ
ワ
リ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
を

給
餌
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、冬

の
え
さ
不
足
を
補
っ
て
、野
鳥
を

保
護
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

冬
の
間
、交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

の
デ
ッ
キ
か
ら
、え
さ
台
に
集
う

ヒ
ヨ
ド
リ
や
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

時
悠
館

☎
０
８
４
７
７

−

６

−

０
１
６
１（要予約）

（広島司法書士会所属）

国
民
の　

声
と
熱
意
で

四
島
（
し
ま
）
返
還

　

政
府
は
、毎
年
２
月
７
日
を

「
北
方
領
土
の
日
」と
定
め
、国

を
挙
げ
て
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
の
声
を
結

集
し
、み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て

北
方
領
土
の
早
期
返
還
を
実
現

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
広
島

県
民
会
議（
広
島
県
環
境
県
民

局
県
民
活
動
課
内
）

☎
０
８
２

−

５
１
３

−

２
７
２
１
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information

あっぱれ
庄原
全国レベルの大会出場
者、全国・県レベルの大
会、市が共催する各種大
会などの上位入賞者を掲
載します。（敬称略）

【
全
国
大
会
】

全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

（
１
月
11
日
〜
17
日・静
岡
県
磐
田
市
）

小
林　

美
菜（
広
島
文
教
女
子

大
高
３
年・東
城
町
）

渡
邊
安
佑
実（
岡
山
県
作
陽
高

３
年・東
城
町
）

【
中
国
大
会
】

全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

（
中
国
地
域
予
選
）

（
11
月
17
日
〜
18
日・鳥
取
市
）

優
勝

小
林　

美
菜（
広
島
文
教
女
子

大
高
３
年・東
城
町
）

準
優
勝

渡
邊
安
佑
実（
岡
山
県
作
陽
高

３
年・東
城
町
）

中
国
な
ぎ
な
た

選
手
権
大
会

（
11
月
４
日・徳
山
市
）

●
競
技
演
技（
小
学
低
学
年
の
部
）

第
４
位

稲
里　

孝
美（
西
城
小
４
年
）

上
貝　

真
帆（
西
城
小
４
年
）

●
試
合
競
技（
小
学
低
学
年
の
部
）

準
優
勝

上
貝　

真
帆（
西
城
小
４
年
）

　

【
県
大
会
】

広
島
県
高
等
学
校

新
人
剣
道
大
会
団
体
戦

（
11
月
11
日・呉
市
総
合
体
育
館
）

優
勝

東　
　

朱
里

（
広
島
翔
洋
高
２
年・川
手
町
）

【
そ
の
他
】

備
後
地
区
生
徒
児
童
発

明
く
ふ
う
展

●
自
由
作
品
部
門

松
本
賞

伊
折　

星
那（
総
領
小
６
年
）

庄
原
市
長
賞

佐
々
木
悠
人（
東
城
中
１
年
）

庄
原
市
教
育
委
員
会
賞

伊
奈
実
咲
輝（
西
城
小
１
年
）

庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞

荒
木　

康
助（
美
古
登
小
３
年
）

●
課
題
作
品
部
門

特
賞

楠
部　

夕
夏（
庄
原
小
４
年
）

●
団
体
賞

広
島
テ
レ
ビ
放
送
賞

東
城
小
学
校

冬
季
に
開
花
す
る
よ
う
に
育
成

さ
れ
た
も
の
で
、島
根
県
松
江
市

八
束
町
の
大
根
島
で
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

展
示
作
品
は
、鉢
植
え
に
わ
ら

の
冬
囲
い“
コ
モ
”を
か
ぶ
せ
、風

情
の
あ
る
情
景
を
つ
く
り
だ
し

ま
す
。雪
を
ま
と
っ
た
様
子
は
一

段
と
風
情
が
あ
り
ま
す
。冬
景

色
に
咲
き
広
が
る
華
や
か
な
彩

り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
温
度
変
化
で
開
花
時
期
を
調

整
す
る
抑
制
技
術
は
八
束
町
の

特
許
と
し
て
申
請
さ
れ
て
お
り
、

年
間
約
２
５
０
種
類
、１
５
０
万

本
が
生
産
さ
れ
国
内
外
に
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。

問い合わせ　備北公園管理センター
☎0824-72-7211（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

貸
自
転
車（
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
）、１
日
乗
り
放
題

実
施
中
！

　

通
常
は
２
時
間
ま
で
大
人

２
５
０
円
、小
人
１
０
０
円
の
と

こ
ろ
、同
じ
料
金
で
時
間
の
制
限

な
く
乗
る
こ
と
が
で
き
る“
自
転

車
乗
り
放
題
サ
ー
ビ
ス
”を
期

間
限
定
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ち
ょっ
と
寒
い
け
ど
、サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
血
流
促
進
、体

も
暖
ま
る
こ
と
間
違
い
な
し
。親

子
で
周
回
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る

の
も
楽
し
い
か
も
。

※
電
動
自
転
車
お
よ
び
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
の
貸
自
転
車
は
対

象
外
で
す
。

【
対
象
期
間
】

　

２
月
28
日（
木
）ま
で
は
土
日

祝
を
含
む
全
開
園
日
。３
月
１

日
～
31
日
は
開
園
日
の
平
日
の

み
対
象

開
催
日

１
月
12
日（
土
）～
２
月
28
日（
木
）

※
月
曜
日
は
休
園

（
休
日
の
場
合
は
翌
日
休
園
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里「
さ
と
や
ま
屋
敷
」

冬咲きぼたん展

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
春
の
イ
ベン
ト
を
ご
紹
介
し

ま
す
。冬

咲
き
ぼ
た
ん
展

　

公
園
の
冬
の
風
物
詩「
冬
咲

き
ぼ
た
ん
展
」を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
ぼ
た
ん
は
、通
常
４
月
～

５
月
に
咲
く
と
こ
ろ
を
、低
温
庫

へ
入
れ
て
開
花
時
期
を
調
整
し

１月１２日（土）～２月２８日（木）開催

広
島
県
歯
の
衛
生
週
間

表
彰

●
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部

入
賞

神
田
真
梨
子（
永
末
小
６
年
）

●
標
語
の
部　

入
賞

横
谷　

愛
結（
高
野
小
５
年
）

 

庄
原
市
人
権
作
品

●
標
語
の
部

（
応
募
１
１
３
１
作
品
）

最
優
秀
賞

田
藤　

百
葉（
東
城
小
１
年
）

『
あ
い
さ
つ
を　

す
る
と
こ
こ
ろ

が　

ぽっ
か
ぽ
か
』

優
秀
賞

妹
尾　

太
陽（
東
城
小
１
年
）

草
谷
カ
ン
ナ（
高
野
小
１
年
）

荒
尾　
　

倫（
東
城
小
２
年
）

光
永
潤
太
郎（
庄
原
小
２
年
）

福
留　

聖
矢（
西
城
小
３
年
）

三
浦　

圭
祐（
口
北
小
３
年
）

松
村　

紗
帆（
東
城
小
４
年
）

松
本　

桃
花（
庄
原
小
４
年
）

池
田
茉
莉
安（
総
領
小
５
年
）

三
宅　

勇
輝（
永
末
小
５
年
）

田
森　

百
菜（
粟
田
小
６
年
）

今
岡
由
起
乃（
東
城
小
６
年
）

冨
原　

壮
司（
比
和
中
１
年
）

岡
本　

涼
楓（
庄
原
中
１
年
）

金
森　

泉
水（
西
城
中
２
年
）

永
山　
　

楓（
総
領
中
２
年
）

松
島　

史
花（
西
城
中
３
年
）

藤
原　

麻
衣（
庄
原
中
３
年
）

●
作
文
・
詩
の
部

（
応
募
41
作
品
）

最
優
秀
賞

西
山
冴
弥
乃（
庄
原
小
５
年
）

『
命
の
大
切
さ
』

優
秀
賞

塩
音　

諒
輔（
口
北
小
４
年
）

沼
田　

彩
花（
庄
原
中
３
年
）

小
濱　

由
衣（
庄
原
中
２
年
）

●
絵
画
・
詩
画
・
ポ
ス
タ
ー
・

　

写
真
の
部

（
応
募
１
２
７
作
品
）

優
秀
賞

宇
山　

知
弥（
庄
原
小
５
年
）

植
木
佳
那
子（
庄
原
中
２
年
）

庄
原
市
ス
タ
ー
式
駅
伝

大
会

（
12
月
２
日・上
野
総
合
公
園
陸

上
競
技
場
発
着
）

●
中
学
校
の
部（
27
チ
ー
ム
）

優
勝　
　

庄
原
中
学
校
Ａ

準
優
勝　

豊
栄
中
学
校
Ａ

第
３
位　

口
和
中
学
校
Ａ

●
女
子
中
学
校
の
部（
９
チ
ー
ム
）

優
勝　
　

三
和
中
学
校

準
優
勝　

熊
野
中
学
校
Ｂ

第
３
位　

庄
原
中
学
校
Ａ

●
女
子
一
般
の
部（
６
チ
ー
ム
）

優
勝　
　

Ｔｅａｍ
に
く
き
ゅ
う

準
優
勝　

庄
原
赤
十
字
病
院
Ａ

第
３
位　

三
次
市
役
所Run　

Run's

●
高
等
学
校
の
部（
３
チ
ー
ム
）

優
勝　
　

T
eam

 Shojitsu

準
優
勝　

庄
原
実
業
高
等
学
校

第
３
位　
庄
原
特
別
支
援
学
校
Ｂ

●
職
域
の
部（
33
チ
ー
ム
）

優
勝　
　

広
島
大
学
病
院

準
優
勝　

庄
原
消
防
署

第
３
位　

広
島
県
庁SO

N
IC

●
一
般
の
部（
20
チ
ー
ム
）

優
勝　
　

鳥
取
西
部
消
防
Ａ

準
優
勝　

ク
ロ
カ
ン
ク
ラ
ブ
Ａ

第
３
位　

広
島
県
庁

●
市
内
の
部（
34
チ
ー
ム
）

優
勝　
　

ク
ロ
カ
ン
ク
ラ
ブ
Ａ

準
優
勝　

庄
原
消
防
署

第
３
位　

庄
原
赤
十
字
病
院
Ａ

【
ひ
ば
の
里　

冬
の
歳
時
記
】

　

こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン

ト
を
ひ
ば
の
里
で
開
催
し
ま
す
。

と
ん
ど
焼
き

　

無
病
息
災
を
祈
願
し
て
、園

内
を
装
飾
し
て
い
た
正
月
飾
り

を
豪
快
に
焚
き
上
げ
ま
す
。

開
催
日　

１
月
14
日（
月・
祝
）

12
時
点
火

豆
餅
つ
き

　

煎
っ
た
黒
豆
の
香
ば
し
い
風
味

が
最
高
で
す
。ぜ
ひ
お
召
し
上

が
り
く
だ
さ
い
。

※
先
着
１
０
０
人
の
方
に
も
ち

の
振
る
舞
い
が
あ
り
ま
す
。

開
催
日　

１
月
27
日（
日
）

正
月
遊
具
で
遊
ぼ
う

　

羽
子
板
、す
ご
ろ
く
、か
る
た
、

和
凧
な
ど
昔
懐
か
し
い
遊
具
で

遊
べ
ま
す
。

開
催
日　

１
月
31
日（
木
）ま
で

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
し
ょ
う
ば
ら
12
月
号
の

28
ペ
ー
ジ
で
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。次
の
と
お
り
訂
正
す
る
と

と
も
に
、深
く
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

庄
原
市
文
芸
大
会

（
誤
）庄
原
市
長
賞　

石
川
素
風

（
正
）庄
原
市
長
賞　

石
田
素
風
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広報日記
　今回特集でご紹介した皆さんは、共通しているとこ
ろが多いなぁと感じました。それは土づくりであったり、
減農薬であったりする部分もそうですが、何よりも「こう
いうコメを作りたい」という明確な目標と熱意を持たれ
ていること。そして努力を惜しまず、それを継続されて
いることです。皆さんをお手本に、この一年目標を定め
て取り組んでいきたいと思います。奥

人の動き
平成24年11月末日現在

[住民基本台帳登載人口]
人口　３９，５７２人（前年比－６３６人）　
男　　１８，６９０人（前年比－３９０人）　
女　　２０，８８２人（前年比－２４６人）　
世帯数　１６，００１世帯（前年比－２０４世帯）
[うち外国人]
人口　２９２人（前年比－２１人）

１月・２月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

※飼い犬・猫の引き取りは有料です。

犬・猫の引き取り
問環境政策課　☎0824-72-1398

引き取り日 時　　間 場　　所
庄原
地域 毎月第２･４水曜日

１月９日・２３日
２月１３日・２７日

  ９：００～  ９：３０ 市役所車庫

東城
地域 １０：４０～１１：１０ 東城支所

正面駐車場

と　き　　１月２８日（月）１２時１５分～５５分
ところ　　市役所１階市民ホール
出演者　　淀川　亜沙（ピアノ）
　　　　　豊原　愛（ヴァイオリン）
演奏曲目　モーツァルト作曲　ピアノソナタＫ２８３
　　　　　ドヴォルジャーク作曲　ユモレスク　ほか
淀
よどかわ

川　亜
あ さ

沙…武蔵野音楽大学器楽学科ピアノ科卒業
後、ザルツブルグにてイェルク・デームス氏に師事。これまで
にリサイタルをはじめ多くのピアノコンサートや室内楽コン
サートに出演。また外来のオーケストラとも共演する。現
在、三次音楽家協会、みよし児童合唱団の代表を務め
る。三次市在住。

豊
とよはら

原　愛
あい

…エリザベト音楽大学を経て３年次から飛び
級で同大学院へ入学。首席で卒業。その後、渡欧しプラ
ハアカデミーにて学ぶ。三次市在住。

問生涯学習課文化振興係☎0824-73-1189
市役所ロビーコンサート

★２月の展示案内★
庄原子ども美術館絵画教室作品展
８日（金）～１０日（日）10 時～ 17 時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
　※�展示を希望される団体（または個人）はお申
し込みください。使用料はいりません。

毎月９日は、しょうばら九日市
出店者募集中！あなたのお店を開こう。
毎月20日が出店申込締め切りです。
申し込みは　交流サロンラッキー

☎0824-72-0075
　　　と　き　２月９日（土）９時〜 13 時
　　　ところ　中本町商店街周辺
　　　　　　　（のぼりが目印）
詳しくはHPでhttp://kunchi-ichi.main.jp

☎0824-75-4411

しょうばら九日市

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報BOX

2 月

【１月～２月のイベント情報】

▼ゆめさくら講座
○草木染め教室
　「シルクストールを染める」
　とき　１月２１日（月）
　　　　　朝の部　９時～１２時
　　　　　昼の部　１３時３０分～１５時３０分
　参加費　４，９００円
　定員　各１０人
○かずら教室
　「かずらのランプシェード作り」
　とき　１月２５日（金）
　　　　　朝の部  ９時３０分～１２時
　　　　　昼の部  １３時〜１５時３０分
　参加費　２，１００円
　定員　各１５人

▼展示・その他
○手仕事・里山の干支展
　とき　１月３０日（水）まで
○第１９回広島県児童牛乳ポスターコンクール受
賞作品展
　とき　２月１日（金）～１１日（月・祝）

【営業時間の変更】
閉館時間　１７時（３月まで）
１月４日（金）～３月末日まで
（朝どり市は通常どおり１６時）

休日診療のご案内

●庄原地域
月　日 診療所名 電話番号

1 月 13 日（日） 河本医院 ０８２４−７５−０３１１
14 日（月） 笠間医院 ０８２４−７２−０５３５
20 日（日） 林医院 ０８２４−７２−０１２１
27 日（日） 藤野医院 ０８２４−７２−４６４６

2 月 3 日（日） 毛利医院 ０８２４−７２−２８６３
10 日（日） 庄原赤十字病院 ０８２４−７２−３１１１

●東城地域
月　日 診療所名 電話番号

1 月 13 日（日） 日伝医院 ０８４７７−２−２１８０
14 日（月） 東城病院 ０８４７７−２−２１５０
20 日（日） 瀬尾医院 ０８４７７−２−００２３
27 日（日） 三上クリニック ０８４７７−２−１１５１

2 月 3 日（日） 東城病院 ０８４７７−２−２１５０
10 日（日） 細川医院 ０８４７７−２−００５４

１月の休日診療については、次のとおりです。

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎ 0824-73-1145
●下水道課管理係　☎ 0824-73-1175
●水道課庶務係　　☎ 0824-73-1197

　中国地方の旧石器時代や
縄文時代には、ナイフや石

せきぞく

鏃
（矢じり）のような鋭い刃を必要
とする石器の材料に、サヌカイト
と黒曜石がよく使用されていま
した。
　帝釈峡遺跡群の縄文時代
の石器を、蛍光Ｘ線を用いた方
法（鉱物の元素組成を分析）で
調べてみると、瀬戸内海や日本

海を渡ってサヌカイトや黒曜石が入ってきていることがわかりました。
　サヌカイトは、もともとは讃岐石（香川県でよくみられる石）で、黒っ
ぽい色をしています。黒曜石は自然のガラスで、隠岐島（島根県）の
ものは黒色、姫島（大分県）のものは乳白色（灰色）をしています。こ
れらの石は硬く、打ち割ると鋭利な縁辺ができ、そのままでも切ること
が可能です。
　また、いずれも産地が限られ、中四国地方ではサヌカイトは香川県
の金

かなやま

山・五
ご し き だ い

色台周辺と広島県の 冠
かんむりやま

山 周辺、黒曜石は島根県の隠
岐島と大分県の姫島が知られています。
　帝釈峡遺跡群では、香川県の金山・五色台産サヌカイトと島根県
の隠岐島産黒曜石が多
く使用されています。
　縄文時代の交通手段
は歩くか、海上では丸木
舟のようなものしかありま
せんでしたが、これらの
石材から、何千年以上も
前から物資の流通網や
情報網が発達していた
ことがわかります。

食育コーナー
問農業振興課農業振興係☎0824-73-1132

ふれあい市長室の日程
問情報政策課広報広聴係☎0824-73-1159

とき　　２月９日（土）　９時～１２時
ところ　西城支所
●ふれあい市長室は３月をもって終了します。
※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、
事業担当課へお願いします。

サヌカイトと黒曜石

帝釈峡博物展示施設 時悠館 ☎08477-6-0161
９時～１７時　休館日：水曜日（祝日開館、翌日休館）・年末年始

献血を次のとおり実施します。皆さんのご協力をお願いします。

献血のご案内
問保健医療課医療予防係☎0824-73-1155

実施日 会場 受付時間

１月３１日（木） 庄原市役所 １０時～１１時３０分
１２時３０分～１５時

「食」と「農」で交流
食農ネットワーク庄原
郷土料理の味と技術を伝承
　市内の認定農業者や農産加工技術者、青空市などの農産
物直売実践者や消費者などの代表者など１１人の委員で組織
する「食農ネットワーク庄原」は、現在、地域資源である ｢食｣
と ｢農｣を活用した交流事業を中心に、農業振興と地域活性化
の研究・提案・企画・実践活動を行っています。
　本年度の活動では、新鮮な庄原産農産物を活用した交流事
業として、庄原の ｢食｣と ｢農｣の大切さを地域や消費者に発信
することを目的に１２月３日、「漬物伝承講座」を食彩館しょうばら
ゆめさくらで開催しました。
　当日は、市内各地域から３０人が受講。会の委員で、前ＪＡ
庄原女性部庄原支部長の吉田幸枝さん（川北町）が講師とな
り、庄原地域で古くから受け継がれている「漬物づくり」を通して、
ふるさとに伝わる味と技術を、次の世代へ伝承しました。
　近年、「食」の安全・安心がクローズアップされるなか、「食農」

「食育」が注目されて
います。今後も、「食
農ネットワーク庄原」
では、生産者と消費
者をつなぐ交流事業
を中心に、庄原市の
｢食」と「農｣に関する
さまざまな実践活動
を行っていきます。

冠
かんむりやま

山 産サヌカイト

姫
ひめしま

島産黒曜石 隠
お き の し ま

岐島産黒曜石

金
かなやま

山産サヌカイト

石材原産地と帝釈遺跡群への供給図

久見・津井・加茂
（隠岐島）


